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CRPはどんなイメージですか？















Reassessment Campaign on 
Veterinary Resuscitation
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知るべきことは全て知ろう
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RECOVER



CPRについて聞きたいことは何ですか？

まだ誰も応答していません。 
しばらくお待ち下さい、回答が届きます。



「長すぎる」はどれくらい？

犬と猫のCRPに違いはある？

腹部圧迫の介入は効果的？



CPR継続時間: 
長すぎるって
どれくらい？



ROSC後の死亡率が高い
ジョージア大学の犬161頭と猫43匹

心肺停止

CPR
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ROSC: 	 35% (d) 
	 	 44% (c) 

退院率: 6% (d)  7% (c)

≈ 60% 死亡

≈ 85% 死亡

Hofmeister, E. H., et al. (2009). JAVMA 235(1): 50-57.

安楽死
判断・決定CPRの中断



（神経学）心停止時の転機予測

心肺停止中
ROSC後



いつまでの続けるの？

……ガイドラインはありません



可逆的な病気の患者の場合、無駄だと判断するまでどれくらいCPRを続けますか？



退院までの生存
▪1-15 分間のCPR: 41% 
▪35分以上: 12% 
▪ 全体: 27.9%

 CPRの持続時間と生存率
▪ 3419人の子供
▪ 小児集中治療室

-2.1% per minute

CPRの持続時間は生存率とどのように関係していますか？

Matos, R. I., et al. (2013). Circulation 127(4): 442-451.

生存から退院まで

CPR継続時間（分）

心臓外科
一般外科

一般医療

外傷

全患者

医療心臓1分毎に-2.1％



CPRの重要な持続時間
▪生存率99％（３０日）
▪ CPC 1-2

35分
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CPR duration (minutes)

90％生存 
       ～19分

CPRの臨界持続時間

Goto, Y., et al. (2015) JAHA 5(3).

CPRno持続時間は生存率とどのように関係していますか？

CPR継続時間（分）

VF／無脈性VT

心静止
全部

PEA

 CPRの持続時間と生存率
▪ ROSCした成人17238人
▪ 院外CPA



6件の研究報告
▪ 犬206頭
▪ 猫63頭

５つの研究がCPRの継続時間を報告
▪ 犬：184頭
▪ 猫：55頭

Kass 1992

Hofmeister 2009

McIntyre 2014

Hogen 2018

Kawase 2018
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犬や猫はどうでしょうか？

ROSCまでのCPR継続時間（分）



Kass 1992

Waldrop 2004

Hofmeister 2009

McIntyre 2014
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犬や猫はどうでしょうか？
７件の研究で生存者が報告されている
▪ 犬44頭
▪ 猫13頭

4つの研究がCPRの継続時間を報告
▪ 犬：29頭
▪ 猫：8頭

CPR継続時間（分）



CPRを中止する
▪ 経済的理由
▪ 病気の重症度
▪ 無益さ

機能能力 
生活の質



1分毎に-2.1%

Matos, R. I., et al. (2013). Circulation 127(4): 442-451.

生存から退院まで

-1.2% per minute

Favorable neurologic 
outcome

CPRの持続時間は機能的結果とどのように関連していますか？

心臓外科

一般外科

一般医療

外傷

全患者

医療心臓

CPR継続時間（分）



Matos, R. I., et al. (2013). Circulation 127(4): 442-451.

生存から退院まで
退院までの生存 
▪ 1-15分間のCPR:41% 

▪ 35分間以上：12％ 

▪ 全体: 27.9%
70％で神経学的に良好

60％で神経学的に良好

CPRの持続時間は機能的結果とどのように関連していますか？

CPR継続時間（分） CPR継続時間（分）



1. No definitive cut-off

2. Survivors beyond CPR duration of 20 minutes

3. Futile functional outcome: not CPR duration alone

4. Veterinary clinical data is extremely limited

So when to stop?



1. No definitive cut-off

2. Survivors beyond CPR duration of 20 minutes

3. Futile functional outcome: not CPR duration alone

4. Veterinary clinical data is extremely limited

5. Not all animals should be resuscitated

いつ中止にしますか？



1.不可逆的原因

2. CPRの有効性が低い（20分以上？）　　　　　　　　　　　　

EtCO2 < 10 mm Hg

3.心臓の電気的活動の欠如が長期間（20分以上？

4. ROSCの徴候が全くない

5.無流動時間が長い（10分以上？

CPRの中止基準

BLS



CPRを15分以上続けなければ、 
15分以上のデータは得られない

適切な患者のためにより長く



「長すぎる」はどれくらい？

犬と猫のCRPに違いはある？

腹部圧迫の介入は効果的？





犬と比べて、猫の心肺蘇生はどう違うの？

まだ誰も回答していない

頑張って！回答はもうすぐです。



Arrest

CPR

ROSC: 45%

Discharge: 17%
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	 院内CPA 14,720 people

Peberdy et al., Resuscitation 2003 
Hofmeister et al., JAVMA 2009 

Hoehne et al., Frontiers, 2019

心肺停止の疫学

http://www.lucas-cpr.com/files/pressbilder/akut1.jpg
http://www.lucas-cpr.com/files/pressbilder/akut1.jpg
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心肺停止の疫学

	 院内CPA 333 dogs and 90 cats
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Peberdy et al., Resuscitation 2003 
Hofmeister et al., JAVMA 2009 

Hoehne et al., Frontiers, 2019

退院: 6-19%

ROSC: 35-55%

45-65%

60-85%

麻酔関連 vs. その他 
Dogs: 47% vs 2% 
Cats: 42% vs 0%

麻酔 -> 14.82倍生存率が高い 
猫 -> 4.87倍生存率が高い

http://www.lucas-cpr.com/files/pressbilder/akut1.jpg
http://www.lucas-cpr.com/files/pressbilder/akut1.jpg


血液を循環させる最善の方法とは？







猫と小型犬

Depth

Width



小型犬と猫の圧迫

•心臓の直上で手を当てる
•最大限に心臓ポンプ作用を活用

1/3



Model created by:
https://jspbb.or.jp/



Model created by:
https://jspbb.or.jp/



Model created by:
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ETCO2 ガイドライン
• 気管挿管の確認 (>12 mmHg) 

• <5 mmHgなら気管挿管を目視で確認する 

• 圧迫の質を評価 
• 目標: ETCO2 > 18 mmHg. もし低いなら… 

• 圧縮の質を評価する： レート、深さ、反動/傾き、場所、姿勢など 
• 正しい換気を確認する： RR=10/分（呼吸間隔6秒） 

• 特に猫では、圧迫が効果的である可能性が高い。 

• ROSCの指標 
• 突然15 mmHg以上の上昇 or 35 mmHg以上 
• 確実に脈を確認するまで圧迫を続ける



Dogs Cats
ROSC 率 44% 55%
生存率 7% 19%

ETCO2 最大 23 mmHg





アミオダロン
（Polysorbate 80含有）

低血圧
徐脈
房室ブロック

リドカインが推奨

犬における抗不整脈薬



中枢神経毒性
 痙攣
 筋力低下
 眠気
 発作
 昏睡（重度）

~6mg/kg
肝臓のグルクロン酸抱合の低下

猫における抗不整脈薬



• 猫は血流を作りやすいため、EtCO2の目標値は高めに設定 

• 過剰な圧迫は避ける、両手法は危険 
• リドカインの代わりにアミオダロンを使用 
• 開胸は閉鎖胸部圧迫だけでは効果がない場合にもあまり考慮されないが、犬
では早期に考慮される。

猫におけるアップデート



「長すぎる」はどれくらい？

犬と猫のCRPに違いはある？

腹部圧迫の介入は効果的？



Interposed Abdominal Compressions（腹部圧迫の併用）



























ROSC p <0.05
生存率は上昇傾向を示した



デモンストレーション





どのくらいの圧?

充填 約10mmHg 圧迫 100mmHgへ



やる価値はあるの?

IACは血流と予後を改善できる

側腹部の圧迫は役に立たない

モニターにはBPカフと血圧計を用いる

練習と調整が必要

圧迫速度を落とさない



Reassessment Campaign on 
Veterinary Resuscitation



• 認知補助アルゴリズムの設計 
• 小動物向けの３つの圧迫技術 
• 仰臥位での圧迫目標を浅めに（25%） 

• 可能ならマスク＋酸素の使用を推奨 

• ETCO2 目標値 ≥ 18 mmHg 

• 脈あり＋ETCO2 ≥ 35 mmHg なら中断しても良い 

• 高用量エピネフリンを使用しない 
• アトロピン？もし使用するなら、早め1回のみ 

• 2回目の除細動は２倍のエネルギー量で 

• 2回以上の除細動後もショック適応なら 

• 血管収縮薬 考慮 

• 抗不整脈薬 考慮 

• エスモロール 考慮

ガイドラインのアップデート



CPR トレーニング

1. オンラインBLS & ALS
• ACVECC 認定
• VECCS 推奨
• 6時間のRACE 承認CE

2. 対面でのCPR救助者認定

https://recoverinitiative.org





ご質問は？ Email: kenyagirvt@gmail.com

Kenichiro Yagi, MS, RVT, VTS (ECC) (SAIM)


